
　資産合計1,484億1千万円( １人当たり約272万円) と負債
合計420億6千万円( 同約77万円) からわかるように、資産
は負債の約3.5倍（純資産比率71.7%）ありますので、この
面では、現在の山武市の財政は健全と言えます。
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行政からの
お知らせ

information

○市民1人当たりの資産と負債　 ⇒純資産比率は71.7%　

市が持つ資産のうち負債を差し引いた正味の財産の割合を示す純資産比率［純資産合計（b） / 資産合計（a）］です。
他市町村の平均値が6~7割ですので、山武市は平均的な比率です。

○施設や道路などの将来世代への負担

施設や道路など公共用資産に対する、各世代の負担割合。　純資産合計（b） / 公共資産で算出しました。
　　 （平成27年3月末人口：54,594人）

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

行政コスト計算書

純資産変動計算書

資産と負債のバランス

市民1人当たりの職員人件費

資産　約272万円
（前年度　約269万円）

負債　約77万円
（前年度　約68万円）

現在までの世代の負担 89.7%
（前年度　92.9%）

将来世代負担 10.3%
（前年度　7.1%）

市の資産と負債の状況のポイント

　現金の流れを示すものです。その収支を性質に応じて、
区分して表示することで、市がどのような活動に資金を必
要としているのかを表示します。

　市の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収
入を示すものです。従来の官庁会計では補足出来なかった
減価償却など非現金コストについても計上しています。経
常費用合計から経常収益合計を差し引いたものが当該年度
の純経常行政コストとなります。

　市の純資産（資産から負債を引いた残り）が平成26年度
中にどのように増減したかを明らかにするものです。総額と
しての純資産の変動に加え、それがどのような財源や要因で
増減したかの情報を表示します。

　行政コスト計算書の「１．人にかかるコスト」を人口で割
ることで市民１人当たりの職員人件費が算出できますが、山
武市は年間約14万円です。

T 財政課　☎0475（80）1121

経常費用 392億4千万円

1. 人にかかるコスト
　 人件費、退職手当引当金繰入など 75億5千万円

2. 物にかかるコスト
　 物件費、減価償却費、維持補修費など 90億5千万円

3. 移転支出的なコスト
　 他会計への支出、社会保障給付など 226億4千万円

経常収益
　使用料・手数料等 99億7千万円

純経常行政コスト
　（経常費用｜経常収益） 292億7千万円

期首資金残高 72億円

期末資金残高 75億円

当期収支 3億円

1. 経常的収支　 
　税収、国庫支出金、人件費など 61億7千万円

2. 公共資産整備収支 △44億9千万円

3. 投資・財務的収支 △13億8千万円

期首純資産残高 1,119億8千万円

純経常行政費用 △292億7千万円

その他の減少 △74億1千万円

財源調達
　（市税、地方交付税、国県補助金） 359億円

その他 △48億5千万円

期末純資産残高 1,063億5千万円
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市では、民間企業の会計手法を取り入れた「新
地方公会計制度」に基づく財務書類4表（貸借対
照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資
金収支計算書）を作成し、公表しています。平成
26年度決算について、関係する各組合(山武郡市
広域行政組合、山武水道企業団など )の財務書類
と連結させた連結財務書類を作成しました。

バランスシート（貸借対照表）
　貸借対照表は会計年度末時点において、資産と、その資産をどのような
財源（負債・純資産）で賄ってきたかを一目でわかるようにしたものです。
左側に資産を表示し、右側に負債および資産と負債の差額である純資産を
計上しています（平成26年度に公営企業会計基準の変更がありました）。

資産の部
（これまで積み上げてきた資産）

１
公
共
資
産

（1）事業用資産
庁舎、保育
所、学校、
保健セン
ターなど

410億3千万円

（2）インフラ資
産

　  道路、公園、
上下水道な
ど

775億7千万円

２
投
資
等

（1）投資および
出資金 5億9千万円

（2）基金等 182億2千万円

３
流
動
資
産

（1）資金 75億円

（2）未収金など 35億円

資産合計（a） 1,484億1千万円

負債の部
（将来世代が負担する金額）

１
固
定
負
債

（1）地方債 252億6千万円

（2）退職手当引
当金等 109億4千万円

２
流
動
負
債

（1）翌年度償還
　  予定地方債 31億3千万円

（2）その他 27億4千万円

負債合計 420億6千万円

純資産の部
（現在までの世代が負担した金額）

純資産合計（b） 1,063億5千万円

負債および
純資産合計 1,484億1千万円

新地方公会計制度に基づく

【平成26年度決算】

市 の 財 務 書 類

資産とは ?
　バランスシートの項目にある
ような施設や道路、基金、現金
などです。市民の皆さんにこれ
から提供する行政サービスの基
盤となるものです。資産が多く
なることで、より良い行政サー
ビスの提供ができます。

負債とは ?
　資産にあるような施設等の整
備のために借りた地方債の返済
金や市職員の退職給与引当金
（現在の市職員が全員退職した
と仮定した場合に必要な退職
金）です。負債が多ければ、財
政状況が厳しくなります。

　市では、パブリックコメント制度（意見公募制度）
により、市で計画する重要施策の案を公表し、市民
の皆さんから意見や情報、専門的知識などを提供し
ていただき、提出された意見などを考慮して意思決
定を行っています。

平成27年度実施状況
　　対象施策等件数　  4件
　　意見提出者数　　  5人
　　意見提出件数　　34件
実施状況の内訳

計画や条例など
案の名称 募集期間

意見
提出
者数

意見提
出件数 担当課

平成26年度の目標及
びその達成に向けた
活動の点検・評価（案）
及び平成27年度の目
標及びその達成に向
けた活動計画（案）

H27.4.23
から�

H27.5.22
まで

0人 0件 農業委員
会事務局

山武市まち・ひと・
しごと創生総合戦略
骨子（案）

H27.9.28
から�

H27.10.19
まで

0人 0件 総務部企
画政策課

山武市立小中学校の
規模適正化・適正配
置基本計画（案）

H28.2.1
から�

H28.2.29
まで

4人 32件 教育部教
育総務課

山武市汚水適正処理
構想（案）

H28.2.26
から�

H28.3.25
まで

1人 2 件
都市建設
部都市整
備課

T　総務課　☎0475（80）1112

　市では、開かれた市政の実現を目指して、市が保
有する公文書を請求に応じて公開しております。平
成27年度は、情報公開50件、個人情報19件の開示
請求がありました。
　開示請求状況は次のとおりです。

情報公開及び個人情報保護に関する開示請求状況

請求
件数

開示請求の決定状況

開示 部分
開示 非開示 不存在 存否応

答拒否

情報公開 50 24 14 0 12 0

個人情報 19 18 0 0 1 0

T　総務課　☎0475（80）1112

パブリックコメント制度の運用状況

情報公開制度及び
個人情報保護制度の運用状況
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成
東
地
区
　
　
　

岩
崎　
秀
夫

姫
島

△
長
谷
川
勝
久

姫
島
自
治
会
区

稗
田
賜
誇
人

根
蔵

増
田　
高
康

宮
前

窪
原　
　
司

昭
和

菊
池　
和
夫

辺
田
第
１

今
関　
秀
明

辺
田
第
２

月
岡　
美
子

愛
宕
台

似
内　
正
志

富
士
見
台

大
関　
文
男

上
町

小
川　
重
安

下
町
一
丁
目

石
渡　
　
正

下
町
二
丁
目

小
川　
信
二

下
町
三
丁
目

上
見　
敏
雄

下
町
四
丁
目

池
谷　
　
勉

下
町
五
丁
目

市
原　
一
男

島

鴇
崎　
幸
雄

島
２

田
邉　
耕
一

殿
台

秋
葉　
正
己

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
成
東

井
上　
朗

新
町

佐
藤　
隆
士

東
町
一

岩
澤　
洋
一

東
町
二

小
川　
千
洋

東
町
三

清
宮　
三
郎

東
町
四

行
方　
正
一

津
辺

菊
池　
俊
治

市
場

織
田　
敏
雄

親
田

大
高　
総
司

川
崎

押
尾　
英
一

和
田

金
田　
文
男

和
田
東

藤
田　
秀
明

板
附

小
川　
一
通

湯
坂

五
木
田
直
春

野
堀

小
倉　
文
彦

嶋
戸

石
井　
清
市

真
行
寺

戸
村　
範
雄

新
泉

□
川
嶋　
幸
長

富
田
西

川
嶋　
幹
雄

富
田
東

安
井　
宏
二

富
田
有
三

上
代　
俊
夫

寺
崎

猪
野　
正
幸

早
船
南

髙
橋　
輝
夫

早
船
北

油
橋
幸
太
郎

柴
原

湖
島　
克
己

原
横
地

武
藤　
　
繁

上
里

齊
藤　
秀
雄

小
柳

○
村
井
喜
代
志

寺
田
川
崎

小
安　
　
実

下
横
地

鈴
木　
光
一

草
深

有
井　
　
實

五
木
田
１

鈴
木　
知
明

五
木
田
２

今
井　
　
和

小
泉

鈴
木　
三
郎

富
口
十
区

鈴
木　
成
史

富
口
十
一
区

平
山　
　
健

富
田
幸
谷

齋
藤　
　
哲

白
幡

實
川　
雅
英

白
幡
住
宅
団
地

橋
本　
正
典

本
須
賀
岡

△
海
保　
幹
夫

本
須
賀
第
二
区

若
林　
良
光

木
戸
岡

鈴
木　
義
巳

木
戸
浜

△
伊
藤　
恒
忠

小
松
岡

三
村　
委
也

道
面

今
関　
聡
則

小
松
浜

竹
内　
秀
樹

北
之
里

河
野　
靖
浩

中
谷

高
橋　
　
進

中
谷
之
下

小
川　
　
昇

宿
関

谷
上　
恒
久

宿
之
下
岡

五
木
田
三
雄

宿
之
下
浜

五
木
田
晃
男

六
区

鈴
木　
　
進

関
之
下

五
木
田　
實

井
之
内
岡

五
木
田
良
孝

六
軒
家
諏
訪
台

今
関　
勝
正

井
之
内
北
浜

江
波
戸
正
徳

井
之
内
南
浜

高
野　
一
雄

ヘ
ル
シ
ー
姫
島
自
治
会

小
平　
幸
子

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
姫
島
自
治
会

白
坂　
義
雄

川
崎
後
田
団
地
自
治
会

常
澄　
幸
男

湯
坂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会

荒
田　
次
雄

湯
坂
緑
の
会

小
山　
綾
子 

五
木
田
薊
野
自
治
会

鈴
木　
英
喜

い
ず
み
自
治
会

菊
地　
正
紀

寺
川
地
区
さ
ざ
ん
か
自
治
会

氏
家　
一
雄

井
之
内
み
の
り
自
治
会

岡
村　
　
功

井
之
内
新
緑
の
会

松
野　
利
行

高
松
自
治
会

山
武
地
区
　
　

宮
内　
基
博

諸
木
内

鈴
木　
弘
之

浅
間
台

小
川　
　
純

井
ノ
上

橋
本　
敏
夫

宿

西　
　
孝
夫

坂
ノ
上

手
塚　
　
清

白
玉

會
田　
道
子

洋
光
台

黒
相　
典
生

白
玉
東

石
橋　
正
雄

東
寺
ケ
台

佐
藤　
和
弘

向
寺
ケ
台

髙
山　
光
男

東
外
野

浅
野　
広
幸

南
外
野

富
谷　
吉
洋

中
外
野

西
塚　
邦
男

西
外
野

渡
辺　
光
尉

横
割
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

斉
藤　
智
子

北
外
野

岩
澤　
芳
隆

北
上
戸
田

越
部　
　
隆

中
上
戸
田

川
面　
英
亮

南
上
戸
田
1

髙
知
尾
正
敏

南
上
戸
田
2

髙
知
尾
一
夫

北
戸
田
下

岩
澤　
敏
子

中
戸
田
下

戸
村　
忠
男

東
戸
田
下

髙
柳　
昭
男

南
麻
生

根
本　
重
一

本
麻
生

大
熊　
智
博

北
麻
生

花
檀　
精
一

中
津
田

西
川　
花
子

板
川

内
田　
秀
樹

北
板
川

菅
佐
原
秀
男

東
板
中

髙
野　
信
男

板
中

門
澤　
和
雄

西
板
中

小
関　
俊
夫

東
横
田

小
川　
尚
通

西
横
田

野
崎　
泰
男

横
田
緑
ヶ
丘

槍
木　
正
章

北
横
田

木
曽　
昭
一

横
田
台

栗
山　
秀
光

平
沢

越
川　
　
博

実
門

高
津　
帛
子

中
野
台

小
倉　
　
朗

東
沖
渡

岩
井
日
出
夫

西
沖
渡

鈴
木
和
一
郎

北
沖
渡

菅
原　
正
明

横
田
入

草
野　
好
造

美
杉
野

久
保
田
伸
夫

神
野

遠
藤　
泰
弘

大
口

糸
久　
元
紀

下
辺
田

室
井　
文
男

大
木
台

上
田　
千
鶴

野
馬
木
戸

森
藤　
重
明

横
堀
台

小
川　
一
郎

宮
田

才
野　
　
明

木
原
山

綿
貫　
芳
房

木
原
新
田

萬
田　
朗
人

蔵
持

半
田　
美
奈

天
ケ
谷

宍
倉　
弘
康

中
台

大
西　
洋
也

合
名

佐
久
間　
豊

古
宿

吉
岡　
譲
二

さ
ぎ
山
台

林　
　
善
和

細
田

行
木　
信
一

松
崎

井
幡　
利
明

日
向
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

尾
高　
輝
雄

京
増
１

古
川　
浩
敬

京
増
２

佐
久
間
悦
行

岩
ノ
谷

髙
橋　
公
明

古
谷
１

△
川
島　
正
巳

古
谷
２

小
出　
英
夫

西
大
椎
崎

平
山　
浩
伸

東
大
椎
崎

京
相　
晴
男

大
椎
崎

川
𥔎　
芳
信

弓
手

区長自治会長さんを紹介橋渡し役 （敬称略）

T　市民課　☎0475（80）1271
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黒
相　
光
男

宿

布
留
川
耕
造

宿
下

若
名　
光
栄

宿
中

鎌
滝　
雅
弘

宿
南

林　
　
明
子

菜
の
花

石
田　
和
己

宿
上

山
口　
富
司

椎
崎
新
田

芹
川　
吉
徳

観
音
谷

藤
澤　
　
博

日
向
台

醍
醐　
瑞
博

矢
部

森
井　
　
稔

西
金
ケ
谷
１

真
方
三
枝
子

西
金
ケ
谷
２

三
橋　
清
治

西
金
ケ
谷
３

中
原　
忠
司

日
向
学
園
台

石
渡　
　
侃

中
金
ケ
谷

江
口　
和
也

東
金
ケ
谷

渡
辺　
博
明

南
金
ケ
谷

五
十
内
久
人

東
城
府

並
木　
孝
雄

西
城
府

須
川　
卓
己

森
台

富
永　
栄
一

山
支

京
相　
秀
明

西
本
郷

並
木　
　
茂

東
本
郷

土
屋　
　
守
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平成28年度 地域と行政の
区長会連合会役員
　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事

　動物を飼う前に、周囲に迷惑
をかけず、責任を持って最後ま
で飼うことのできる環境である
かどうか、よく考えましょう。
　千葉県動物愛護センターでは
「犬の正しい飼い方・しつけ方教
室」を定期的に開催しています。
また、動物愛護、犬・猫の正し
い飼い方、犬のしつけ、動物由
来感染症などに関して、学校の
授業や地元の勉強会等に無料で
講師を派遣します。

T　山武健康福祉センター
� ☎0475(54)0611
　千葉県動物愛護センター
� ☎0476(93)5711        

　申請の受付期間は６月30
日㈭までです。
　申請書がお手元に届いて
いる方でまだ申請がお済み
でない場合は早めに申請を
お願いします。

S・T　年金生活者等支援臨
時福祉給付金窓口専用ダイヤル
� ☎0475（80）0033

６月は「動物の正しい
飼い方推進月間」です

年金生活者等支援
臨時福祉給付金の
申請はお済みですか？


